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議　会　だ　よ　り 2第143号（令和2年2月20日）

総額144億4089万７千円
予算（第4号）

住民情報システム構築委託業務
債務負担行為補正：長期にわたり財政負担が
　　　　　　　　　具体的に決まっている。

令和元年～7年：
３億1861万３千円

沖縄型森林環境保全事業

松くい虫被害木の伐倒や被害予防の
樹幹注入

事業所浄化槽汚泥処理委託料

大型リゾートホテル新設等による搬入量の増

ふるさとづくり応援寄附金業務代行
委託料
3886万５千円

1263万５千円

506万９千円

応援寄附金返礼品の発注・送付をする事務を商工会へ委託。

国が推奨する自治体クラウドとして宜野座村と共同で同じシステムを導入し、運用
コストの削減や情報セキュリティ水準の向上、庁舎が被災しても業務の継続が可
能等、住民サービスの向上及び、職員の働き方の改善を図る。

議　会　だ　よ　り3 （令和2年2月20日）第143号

1億7319万円追加
漁港海岸等休憩施設解体工事

900万円

一般会計補正

施設老朽化に伴う解体工事。東屋（海浜公園
９棟、真栄田漁港２棟）

村道廻袋線橋梁改修工事
（喜瀬武原区）

▲2887万４千円
今年度予算減額に伴い、県に対し次年度事業
として再度予算要求。

社会教育総務費　激励金
30万円

奨学資金給付金・貸付金
▲558万円

村内在住の者で、教育、芸術、文化、スポーツ
の分野において特に優秀な成績を修めた個人
に、県外派遣で２万円、国外派遣で３万円、激
励金を支給。

給付金については想定していた人数の半分で
あり、事業内容の周知不足。給付の支給時期
が４月であるが、入学金や授業料等、新年度に
なる前に支払等があるので、支給時期の検討
要望。

抜粋

記事担当：安里　周作



議　会　だ　よ　り 4第143号（令和2年2月20日）

　北西部四村観光連携型養殖場整備事業で整備した施設は、現在一部を除き機能しておらず、施設や備品
については村公有財産となっており、維持管理と事故が起きた時の対処について懸念されることから、現
状の調査と今後の方針を検討する。

所管事務調査（総務財政文教委員会）
１．調査の目的

　北西部四村観光連携型養殖場整備事業は、実施主体である恩納村を中心に伊江村、伊是名村、伊平屋村
で実施され、総事業費23億４千４百万円である。事業の目的は恩納村で海ぶどう、伊江村や伊是名村でト
コブシ、伊平屋村でヒラメの養殖水産物を生産し、水産物の安定供給体制を整備し、養殖された水産物は
恩納村で加工・流通させ、離島三村の地元産品を含めて販売の集約化を行うことにより、北西部四村の水
産業の活性化を図るものであった。
　平成10年度に基本構想、平成１１年度に実施計画、平成12～15年度建築工事を実施し事業がスタートし
た。当初の事業目的である、トコブシやヒラメの養殖は平成20年度でほぼ終了しており、現在、三村には
5,761㎡の施設財産や機械類、備品等が残されている。

３．事業の概要と経緯

４．調査の結果

２．期間　平成30年12月18日から令和元年11月22日

北西部四村観光連携  型養殖場整備事業

（伊江村）
　当初計画ではトコブシの生産となって
いるが、生産が成り立たず停止しており現
在は未利用である。今後は養殖試験を高
知大学と連携し実施を予定している。
　また、施設全体については老朽化が進
行し、コンクリートの爆裂、鉄骨支柱基礎
部分腐食、壁破損等が目立ち、屋根は台
風による破損が多くブロアーは長期間使
用が無いため著しく腐食している。

　飼料施設について飼料倉庫として整備されているが、事業計画にない品目で使用されており、当該施設では漁獲高は
なしとなっている。

（伊平屋村）
　当初計画ではヒラメの生産となってい
るが、県内でのヒラメの認知度が低い事
や、夏場の高水温への適応、県外種苗
によるコスト高のため、馴染みのあるヤ
イトハタ（ミーバイ）へ品目を変更し年間
約20ｔの生産を行っている。
　施設については、老朽化が進み腐食
や破損が目立つ。養殖水槽については
当時のまま使用している。プレハブ冷凍

庫は使用不能でプレハブ冷蔵庫は使用可能であるが、軽微な備品に関してはないものが多い。機械類については自主財
源で維持管理している。施設管理は伊平屋漁協から３名の職員を配置しており、現在、沖縄県と共同でその他魚種の研
究も実施している。
　当初計画においては、恩納村の水産物加工流通施設を経由しての販売であったが、水を使わない輸送方法が確立し、
経費削減のため直接市場での販売を行っており、計画どおり推移していない。

ブロアーポンプトコブシ養殖施設　外観

養殖場内部ヒラメ養殖施設　外観

議　会　だ　よ　り5 （令和2年2月20日）第143号

記事担当：外間　勝嘉

（移管・譲渡について）
　三村施設の利活用や移管・譲渡について担当職員としては、利活用の方法を漁協も含め検討、改良して
いきたいとの事であった。移管や譲渡については、当該村内部で検討し、１村については異論はないとの
事であった。

所管事務調査（総務財政文教委員会）

　以上の事から考慮すると、北西部四村連携型事業は各地域で努力はしたが、全体として生産や
販売、流通において計画どおり推移していないことが分かる。
　当初の計画で施設以外の機械類、備品類等の修繕については、三村独自で修繕するように、村
例規に明記されているが、施設の老朽化に伴う修繕、処分等については、何ら明記されていな
い。早急に四村担当者会議を開催し、お互いの現状認識を共有し、施設、機械類、備品類の維持
管理や今後の生産、加工、流通等について、改めて責任の所在、方向性を確認し、首長会議を開
催して今後の四村の方向性を決定し、沖縄防衛局と協議を重ね改善する時期に来ていると思慮す
る。
　また、委員会としては、三村に設置された施設、機械類、備品類等の村公有財産を早めに三村
に移管・譲渡を進めることを村当局に提案する。

５．意見及び提言

北西部四村観光連携  型養殖場整備事業
（伊是名村）

　当初計画ではトコブシの生産となって
いるが、海ぶどうの養殖場、シャコガイの
稚貝養殖、事務所兼海ぶどうの直売店
や出荷選別施設として利用されている。
　施設については老朽化が進行し、コン
クリートの爆裂、鉄筋腐食、屋根の破
損、ポンプ類の故障があるが、維持補修
しながら延命化を図っている。
　種苗稚貝育成施設において漁業者４

名が養殖に従事し、いけす４０基を利用しており、選別作業の雇用で外国人も含め１０名程度の雇用がある。
　また、民間企業と共同研究し新たな海藻養殖の実験を行っている。

（恩納村）
　村内施設の現状として、農水産物販
売センター（なかゆくい市場）は、近年観
光客の増加により県内でも有数の販売
所として展開している。当初の目的で
あった三村で養殖された水産物は、恩
納村で加工・流通させ、離島三村の地
元産品を含めて販売の集約化を行うこ
とにより、北西部四村の水産物の活性
化と雇用の拡大、経済の自立を図る目

的で、魚類については１～２年販売したが、その後計画どおりに推移していない。
　水産物共同処理施設は、恩納村漁協を中心にモズク、海藻の加工や保存施設として利用されている。
　水産物加工流通施設は、海ぶどうの加工や冷凍、冷蔵保存、モズク、海藻、海ぶどうの販売等、当初計画通り進んでい
る。しかし蓄養水槽は老朽化が進み使用されてなく漁具等が散乱している。漁協としては、取り壊して別の用途に利用し
たいとの事であった。ドアについては腐食のため交換している。

畜養生け簀の破損トコブシ養殖施設　外観

水産物加工流通施設出荷調整生け簀



議　会　だ　よ　り 6第143号（令和2年2月20日）

陳情第21号・第26号
　本陳情は、恩納村海岸管理条例において荒天時（台風又は波浪警報時）に海岸に立ち入る行為が禁止されて
いることについて、気象台が発表する警報と恩納村沿岸域の海況が著しく異なるため、観光客から「穏やかな海
なのに」と苦情が寄せられていること、村海岸管理条例を順守している業者がいる一方で、条例を順守しない業
者へ顧客が流れ、村外事業者との過当競争で経営基盤が崩されかけている現状を踏まえて、下記の事項につい
て求めるものです。

　①　荒天時（台風または波浪警報が発表されているとき）に海岸に立ち入る行為を禁止するのではなく、波浪
警報時は恩納村漁業協同組合か恩納村ダイビング協会又は各宿泊事業者やビーチ管理者の判断に任せ
ること。

　②　恩納村海岸管理条例第７条、行為の禁止（５）「荒天時（台風又は波浪警報が発表されているとき。）に海岸
に立ち入る行為」に下記の但し書きを加えること。

　※但し、陸地から１００ｍ以内の海域及びリーフの内海は波高２．５ｍ未満時を除く。

関係課長から
・恩納村海岸管理条例は村民だけではなく恩納村の海岸を利用する全ての人を守る為の条例であり、荒天
時における海岸への立ち入り禁止においても、注意喚起を前もって行うことを目的としたもので、条例
により海難事故は抑制されていると考えている。
・条例の第７条（５）中の荒天時の定義において、「大津波・津波警報が発表されているとき」を追加す
ることを検討している。
・今後は海岸区域のパトロール等を含めた管理業務の強化も検討し、予想されるリスクへの対策を行う。

経済建設民生委員会として
　この条例は、恩納村の海岸を利用する全ての人を守るために制定した経緯があることから、安全確保の観点
からみても、荒天時における海岸への立ち入り禁止について見直すことは好ましくない。また、本条例は海岸の
秩序ある利用を図り、自然環境の保全と公衆の福祉に寄与することを目的とするもので、本陳情で求められる条
例の改正内容は本来の目的に依拠しない。
　さらに、気象庁における警報は重大な災害が起こるおそれのある旨を警告して予報されるものであるという
ことからも、前もって危険を避ける為に海岸への立ち入りを禁止することは、安全対策において最も重要である。
近年では異常気象が続いており、いつ・どのように海況が急変するかも分からない状況もあるため、この点に
おいては特に徹底すべきである。

　　本陳情は、真栄田岬駐車場周辺における営業活動や占有への指導・是正勧告であり、誰でも営業できると
いう現状や安全面への対策ができてない状況等を踏まえて、下記の事項について求めるものです。

　①公共の駐車場を占有している事業者の是正及び規制を行うこと。
　②恩納村でのガイド業に免許制・行政処分の導入を行い役場への届出制度の作成をすること。
　③無店舗・無届け・無保険・無資格の事業者を許さないために、陸域からのシュノーケル事業者も水上安全
条例の対象となるようにすること。

　④マリンレジャー事業者は、毎年一次救命処置とレスキュートレーニングの受講の義務化をすること。

関係課長から
・農道における路上駐車については、ブロックを置いて駐車が出来ないようにすることや一方通行にする
ことを案として検討している。
・指定管理者に対しヒアリングを行ったところ、事業者の道具が放置されていることについて黙認してい
る現状や、場所取りをしている事業者に対し注意をしても入れ替わり新規事業者が来ること、繁忙期の
渋滞の緩和のために駐車場の拡張も検討しているが様々な問題により実現できていない。

経済建設民生委員会として
　駐車場における業者の道具等が放置されている件について、黙認している状況とのことだが、指定管理者に
は、道具の放置も含め駐車場の占有をする業者に対して、徹底的に指導をさせるべき。また、行政側からも積極
的に関わり、指定管理者と連携して、業者に対して行政指導を行う事も必要だと考える。
　また、駐車場の占有・渋滞の原因のひとつである現地での集合・ダイビングの講習については、講習場所の
検討や店舗での講習を基本として行うよう指導させ、訪れる人すべてが気持ちよく観光できる環境づくりを行う
こと。あくまでも指定管理施設は村の財産であり、村民全体に供されるべきである。

　本陳情は、国の基準の改正において、居宅介護支援事業所における管理者の要件が主任介護支援専門員と
定められ、その経過措置期間が令和３年３月３１日までとなっているが、主任介護支援専門員になるためには、専
任の介護支援専門員としての従事期間が５年以上の者が、７０時間の研修を受ける必要がある。
　しかし、様々な理由により研修を受講できない状況があることから、このままでは経過措置期間内に間に合わ
ず県内の事業所で主任介護支援専門員を確保できないまま廃業又は休止となってしまい、高齢者に必要な介護
サービスが提供できない問題が発生することが懸念されることを踏まえ、居宅介護支援事業所の管理者の資格
要件に係る経過措置期間延長に関する意見書を国に提出することを求めるものです。

担当課長から
　「村内には事業所が６か所あり、うち２か所は主任介護支援専門員が不在のため、研修を受講が出来ないまま
不在の状況が続けば閉鎖や休止になってしまい、介護サービスの提供に影響があると考える。」と説明がありま
した。

委員から
　「主任介護支援専門員になるための研修は自己負担で受講するのか。」という質疑があり、「個人における資
格取得に対する村の補助は行っていない。」と説明がありました。それに対し、「今後ますます高齢化が進み、介
護サービスの重要性は高まってくる。そのためには人材の確保が最も重要であり、村が受講料を負担する等、介
護サービスに従事する方への支援を充実していただきたい。」と意見がありました。

恩納村海岸管理条例の一部見直しに関する陳情について

陳情第25号
真栄田岬駐車場占有のダイビング・シュノーケルツアー

事業者に関する陳情

採択

不採択

議　会　だ　よ　り7 （令和2年2月20日）第143号

　本陳情は、恩納村海岸管理条例において荒天時（台風又は波浪警報時）に海岸に立ち入る行為が禁止されて
いることについて、気象台が発表する警報と恩納村沿岸域の海況が著しく異なるため、観光客から「穏やかな海
なのに」と苦情が寄せられていること、村海岸管理条例を順守している業者がいる一方で、条例を順守しない業
者へ顧客が流れ、村外事業者との過当競争で経営基盤が崩されかけている現状を踏まえて、下記の事項につい
て求めるものです。

　①　荒天時（台風または波浪警報が発表されているとき）に海岸に立ち入る行為を禁止するのではなく、波浪
警報時は恩納村漁業協同組合か恩納村ダイビング協会又は各宿泊事業者やビーチ管理者の判断に任せ
ること。

　②　恩納村海岸管理条例第７条、行為の禁止（５）「荒天時（台風又は波浪警報が発表されているとき。）に海岸
に立ち入る行為」に下記の但し書きを加えること。

　※但し、陸地から１００ｍ以内の海域及びリーフの内海は波高２．５ｍ未満時を除く。

関係課長から
・恩納村海岸管理条例は村民だけではなく恩納村の海岸を利用する全ての人を守る為の条例であり、荒天
時における海岸への立ち入り禁止においても、注意喚起を前もって行うことを目的としたもので、条例
により海難事故は抑制されていると考えている。
・条例の第７条（５）中の荒天時の定義において、「大津波・津波警報が発表されているとき」を追加す
ることを検討している。
・今後は海岸区域のパトロール等を含めた管理業務の強化も検討し、予想されるリスクへの対策を行う。

経済建設民生委員会として
　この条例は、恩納村の海岸を利用する全ての人を守るために制定した経緯があることから、安全確保の観点
からみても、荒天時における海岸への立ち入り禁止について見直すことは好ましくない。また、本条例は海岸の
秩序ある利用を図り、自然環境の保全と公衆の福祉に寄与することを目的とするもので、本陳情で求められる条
例の改正内容は本来の目的に依拠しない。
　さらに、気象庁における警報は重大な災害が起こるおそれのある旨を警告して予報されるものであるという
ことからも、前もって危険を避ける為に海岸への立ち入りを禁止することは、安全対策において最も重要である。
近年では異常気象が続いており、いつ・どのように海況が急変するかも分からない状況もあるため、この点に
おいては特に徹底すべきである。

　　本陳情は、真栄田岬駐車場周辺における営業活動や占有への指導・是正勧告であり、誰でも営業できると
いう現状や安全面への対策ができてない状況等を踏まえて、下記の事項について求めるものです。

　①公共の駐車場を占有している事業者の是正及び規制を行うこと。
　②恩納村でのガイド業に免許制・行政処分の導入を行い役場への届出制度の作成をすること。
　③無店舗・無届け・無保険・無資格の事業者を許さないために、陸域からのシュノーケル事業者も水上安全
条例の対象となるようにすること。

　④マリンレジャー事業者は、毎年一次救命処置とレスキュートレーニングの受講の義務化をすること。

関係課長から
・農道における路上駐車については、ブロックを置いて駐車が出来ないようにすることや一方通行にする
ことを案として検討している。
・指定管理者に対しヒアリングを行ったところ、事業者の道具が放置されていることについて黙認してい
る現状や、場所取りをしている事業者に対し注意をしても入れ替わり新規事業者が来ること、繁忙期の
渋滞の緩和のために駐車場の拡張も検討しているが様々な問題により実現できていない。

経済建設民生委員会として
　駐車場における業者の道具等が放置されている件について、黙認している状況とのことだが、指定管理者に
は、道具の放置も含め駐車場の占有をする業者に対して、徹底的に指導をさせるべき。また、行政側からも積極
的に関わり、指定管理者と連携して、業者に対して行政指導を行う事も必要だと考える。
　また、駐車場の占有・渋滞の原因のひとつである現地での集合・ダイビングの講習については、講習場所の
検討や店舗での講習を基本として行うよう指導させ、訪れる人すべてが気持ちよく観光できる環境づくりを行う
こと。あくまでも指定管理施設は村の財産であり、村民全体に供されるべきである。

　本陳情は、国の基準の改正において、居宅介護支援事業所における管理者の要件が主任介護支援専門員と
定められ、その経過措置期間が令和３年３月３１日までとなっているが、主任介護支援専門員になるためには、専
任の介護支援専門員としての従事期間が５年以上の者が、７０時間の研修を受ける必要がある。
　しかし、様々な理由により研修を受講できない状況があることから、このままでは経過措置期間内に間に合わ
ず県内の事業所で主任介護支援専門員を確保できないまま廃業又は休止となってしまい、高齢者に必要な介護
サービスが提供できない問題が発生することが懸念されることを踏まえ、居宅介護支援事業所の管理者の資格
要件に係る経過措置期間延長に関する意見書を国に提出することを求めるものです。

担当課長から
　「村内には事業所が６か所あり、うち２か所は主任介護支援専門員が不在のため、研修を受講が出来ないまま
不在の状況が続けば閉鎖や休止になってしまい、介護サービスの提供に影響があると考える。」と説明がありま
した。

委員から
　「主任介護支援専門員になるための研修は自己負担で受講するのか。」という質疑があり、「個人における資
格取得に対する村の補助は行っていない。」と説明がありました。それに対し、「今後ますます高齢化が進み、介
護サービスの重要性は高まってくる。そのためには人材の確保が最も重要であり、村が受講料を負担する等、介
護サービスに従事する方への支援を充実していただきたい。」と意見がありました。

陳情第30号
「居宅介護支援事業所の管理者の資格要件に係る経過措置
期間延長に関する意見書採択」に関する陳情について

採択

記事担当：島袋　裕介
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第10回恩納村議会12月定例会

議会会議録は議会事務局、各字公民館でご覧いただけます。
また、村ホームページ（議会ネット中継・会議録）からも検索できます。

今回の一般質問
〔●（白抜き）は今回掲載された質問です〕

一般質問（12月10日～11日）

○ＭＤＧｓについて

○ＳＤＧｓについて

○ＳＤＧｓ未来都市、自治体ＳＤＧｓモデル

事業及びその計画について

仲田　豊　議員 A967－8338 P 9

○中学校統合の部活動について

●スポーツ振興について

島袋　裕介　議員 A090-8919-8818 P14

○山田校運動場照明施設に係る住民の機会均

等の権利について

○マリンレジャー業者の許認可制度導入につ

いて

○子の貧困対策について

○美留地内美留川周辺について

○令和２年度からの村陸上競技大会について

吉山盛次郞　議員 A965－0669 P16

3月定例会のご案内！！
3月定例会は、3月9日（月）開会を予定しています。
なお、会期や、一般質問などの詳細な日程については、議会事務局まで問い合わせください。
皆様の傍聴を、お待ちしております。

【問い合わせ先】議会事務局　☎（098）966-１１９９

※質問の要旨は、一般質問通告書でご確認下さい

○村営ビーチの安全対策について

○国道の案内板について

○農業振興アボカドについて

●人材育成と台湾について

○高齢者向け超小型電気自動車について

P10宮﨑　豊　議員 A966－2458

○医療・保険制度について

P11糸数　昭　議員 A965－4052

○公共財産等の管理について

P12山城　良一　議員 A090-1945-5511

●観光振興について

喜納　正誠　議員 A964－2580

○給食費無償化について

○ＳＤＧｓ未来都市計画について

●教育現場におけるＳＤＧｓの取組について

○村道勢高２号線完成後の安全対策について

○ツルヒヨドリ生息範囲拡大対応について

P13安里　周作　議員 A966－8352

○喜瀬武原冠水被害について

○恩納村内の消火栓について

○定住促進について

P15外間　勝嘉　議員

※掲載なし

A967－8380

議　会　だ　よ　り9 （令和2年2月20日）第143号

　
　
国
連
で
採
択
さ
れ
た
Ｍ
Ｄ
Ｇｓ（
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）と
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）の
違
い
は
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
Ｍ
Ｄ
Ｇｓ
は
発
展
途
上
国
向
け
の
開

発
目
標
と
し
て
、
２
０
１
５
年
を
期
限

と
す
る
８
つ
の
目
標
を
設
定
し
て
お
り

ま
し
た
が
、１５
年
間
で
国
際
的
な
環
境

も
大
き
く
変
化
し
ま
し
て
、
新
た
な
課

題
が
浮
上
し
た
た
め
先
進
国
を
含
む

国
際
社
会
全
体
の
開
発
目
標
と
し
て
、

２
０
３
０
年
を
期
限
と
す
る
１７
の
目

標
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。Ｍ
Ｄ
Ｇｓ

を
引
き
継
ぐ
形
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
採
択
さ

れ
ま
し
た
が
、
幾
つ
か
の
点
で
異
な
り
、

Ｍ
Ｄ
Ｇｓ
は
途
上
国
の
開
発
問
題
が
中

心
で
、Ｍ
Ｄ
Ｇｓ
は
先
進
国
が
援
助
す

る
位
置
で
あ
り
ま
し
た
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は

開
発
だ
け
で
は
な
く
、経
済
、社
会
、環

境
の
三
側
面
全
て
に
対
し
て
先
進
国
に

も
共
通
の
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
異
な
り
ま
す
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
い
う
用
語
は
何
か
伺

い
ま
す
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
用
語
で
あ
り
ま
す
が
、

大
き
な
目
的
で
あ
る
、「
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
」
持
続
可
能
で
多
様
性
と

包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
、
英
文
、サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル 

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト 

ゴ
ー

ル
ズ
の
頭
文
字
を
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
　
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
国
際
社

会
を
築
く
た
め
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
を
全

会一致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。国
連
の

参
加
国
数
、
行
動
計
画
の
目
標
数
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
数
、達
成
目
標
年
度
を
伺

い
ま
す
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
１
５
０
を
超
え
る
加
盟
国
首
脳
参

加
の
も
と
、
１７
の
目
標
と
１
６
９
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
取
り
決
め
、
達
成
目
標

年
度
は
、
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０

年
ま
で
の
国
際
目
標
で
す
。

　
　
本
村
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
、
地

方
創
生
に
資
す
る
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

モ
デ
ル
事
業
が
内
閣
府
地
方
創
生
推

進
室
か
ら
こ
と
し
７
月
１
日
に
認
定

書
授
与
式
が
あ
り
ま
し
た
。選
定
さ

れ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
の
、
サ
ン
ゴ
を
中

心
と
し
た
自
然
環
境
に
優
し
い
地
域

づ
く
り
の
取
り
組
み
が
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
理

念
と
共
通
す
る
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、

相
乗
効
果
を
図
る
た
め
推
進
す
る
こ

と
に
な
り
、
平
成
３１
年
３
月
に
内
閣
府

地
方
創
生
推
進
室
が
実
施
し
ま
す
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
、
自
治
体
モ
デ
ル
事

業
へ
申
請
し
、
次
世
代
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進

評
価
調
査
検
討
委
員
会
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
経
て
、
令
和
元
年
７
月
、
内
閣
総

理
大
臣
よ
り
選
定
書
が
授
与
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
は
全
国
で
３１
都
市
、

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
モ
デ
ル
事
業
は
１０
事

業
で
あ
り
、
本
村
の
提
案
が
特
に
先
導

的
な
取
り
組
み
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
　
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
恩
納
村
は
他

市
町
村
に
比
べ
て
、先
進
的
な
事
業
を

す
る
と
思
い
ま
す
。村
長
の
見
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
私
た
ち
は
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
を
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
も
似
通
う
と
こ
ろ
が
あ
る
こ

と
で
、
今
回
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
後
、恩
納
村

が
サ
ン
ゴ
再
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
広
く
ピ
ー
ア
ー
ル
し
、一緒
に

活
動
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
活
動
し
、
恩

納
村
か
ら
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
と
い

う
こ
と
が
、
世
界
の
海
の
豊
か
さ
を
守

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質

質

答

質答

質質

答

答答 S
D
G
ｓ
に
つ
い
て

М
D
G
ｓ
に
つ
い
て

仲
田
　豊
　議
員

S
D
Gｓ
未
来
都
市
、自
治

体
S
D
Gｓ
モ
デ
ル
事
業

及
び
そ
の
計
画
に
つ
い
て



議　会　だ　よ　り 10第143号（令和2年2月20日）

　
　
ナ
ビ
ー
ビ
ー
チ
、
東
屋
が
現
在

ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
て
使
用
で
き
な
い

状
態
で
す
。今
後
の
予
定
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
東
屋
と
パ
ー
ゴ
ラ
に
つ
い
て
機
能
判

定
を
実
施
し
ま
し
た
。結
果
と
し
て
は
、

東
屋
、
パ
ー
ゴ
ラ
そ
の
８
割
が
心
材
の

腐
食
、
ま
た
は
モ
ル
タ
ル
の
剥
離
等
が

著
し
く
非
常
に
危
険
な
状
態
と
判
定

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。今
後
の
予
定
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
内
に
東
屋
を

解
体
し
て
、
危
険
性
の
除
去
を
行
って

い
き
た
い
。令
和
２
年
度
以
降
に
つ
き

ま
し
て
は
、
仮
設
テ
ン
ト
等
を
含
め
て
、

運
営
に
支
障
が
な
い
よ
う
関
係
課
、
指

定
管
理
者
と
調
整
を
図
って
い
き
た
い
。

　
　
案
内
板
、
文
字
が
剥
げ
落
ち
て
い

る
場
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。国
道

事
務
所
に
早
期
の
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。新
し
く
で
き
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
、ビ
ー
チ
を
含
め
、観
光
の
村
と
し

て
お
客
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

に
も
早
い
対
応
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
。

　
　
建
設
課
長
　崎
山
　敦

　
　
恩
納
村
の
名
嘉
真
、希
望
ヶ
丘
入
り

口
の
南
側
に
向
か
っ
て
の
看
板
だ
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
き
め
に
し
て
、

新
し
い
も
の
を
設
置
す
る
方
向
で
設

計
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い

う
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
１１
月
に
台
湾
農
業
委
員
会
や
台
湾

の
優
良
ア
ボ
カ
ド
農
家
、
市
場
等
の

視
察
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。課
長
の

感
想
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
今
回
の
台
湾
視
察
研
修
に
つ
き
ま

し
て
は
、
熱
帯
果
樹
に
関
す
る
行
政
、

研
究
機
関
、ア
ボ
カ
ド
生
産
農
家
、
卸

売
市
場
な
ど
の
視
察
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。主
な
内
容
は
、
行
政
院
農
業

委
員
会
で
は
台
湾
農
業
の
特
色
と
そ

の
概
要
、嘉
義
市
に
あ
り
ま
す
農
業
試

験
場
は
、
ア
ボ
カ
ド
な
ど
の
熱
帯
果
樹

に
関
す
る
研
究
成
果
や
試
験
農
場
の

見
学
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。生
産
農
家

で
は
経
営
状
況
や
栽
培
農
場
の
見
学
、

卸
売
市
場
で
は
熱
帯
果
樹
の
取
引
や

消
費
動
向
な
ど
を
調
査
い
た
し
ま
し

て
、
今
後
の
本
村
の
果
樹
振
興
に
大
い

に
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
思
って
お
り

ま
す
。率
直
な
感
想
と
し
て
は
、
熱
帯

果
樹
の
品
種
の
多
さ
、
大
き
さ
、
見
栄

え
等
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
て
栽
培
に
関

す
る
精
密
機
器
等
を
導
入
し
て
、農
薬

の
検
査
等
も
徹
底
さ
れ
、食
の
安
全
性

に
対
し
て
も
も
の
す
ご
い
取
り
組
み
を

し
て
い
る
な
と
感
心
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
　
タ
イ
ム
ス
紙
に
超
小
型
Ｅ
Ｖ
購
入

に
補
助
金
と
い
う
記
事
が
出
て
お
り

ま
し
た
。お
年
寄
り
、
観
光
客
、
皆
さ

ん
が
こ
れ
か
ら一般
化
し
て
い
く
と
思

い
ま
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
資
料
の
中
で
も

非
化
石
燃
料
交
通
機
関
の
整
備
と
い

う
項
目
が
あ
り
ま
し
た
。検
討
で
き

な
い
か
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
超
小
型
電
気
自
動
車
は
、
高
齢
者

ド
ラ
イ
バ
ー
の
最
適
な
乗
り
物
と
報
道

が一部
あ
り
ま
す
。し
か
し
現
時
点
に
お

い
て
村
の
助
成
に
は
慎
重
に
検
討
し
て
、

今
後
も
国
の
動
向
や
車
両
の
安
全
性

の
向
上
等
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
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◆
◆
◆

質

質

質

質

答

答答

答

宮
﨑
　豊
　議
員

国
道
の
案
内
板
に
つ
い
て

村
営
ビ
ー
チ
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

農
業
振
興
ア
ボ
カ
ド
に
つ

い
て

高
齢
者
向
け
超
小
型
電
気

自
動
車
に
つ
い
て

海浜公園東屋
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平
成
３０
年
か
ら
国
民
健
康
保
険
財

政
運
営
の
責
任
主
体
が
市
町
村
か
ら

沖
縄
県
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。県
は

事
業
の
運
営
を
実
施
す
る
た
め
に
、

各
市
町
村
に
令
和
５
年
を
目
標
に
国

民
健
康
保
険
税
の
賦
課
方
式
や
税
率

の
改
定
を
段
階
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
ど
う
変
わ
る
か
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
現
在
、市
町
村
ご
と
に
賦
課
方
式
が
、

４
賦
課
方
式
や
３
賦
課
方
式
と
統一化

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。令
和
６
年
度
ま

で
に
県
が
３
方
式
へ
賦
課
方
式
を
改
正

し
ま
す
。村
は
今
定
例
会
に
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の一部
改
正
を
行
い
、
資

産
割
を
除
い
た
３
賦
課
方
式
へ
改
正
し

ま
す
。税
率
は
、
県
が
示
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
事
業
費
の
税
率
を
基
準

に
、標
準
保
険
税
率
の
部
分
で
改
正
を

行
って
い
き
ま
す
。

　
　
３
賦
課
方
式
に
変
わ
っ
た
場
合
、村

の
国
民
保
険
税
の
運
営
に
影
響
が
あ

る
か
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
県
が
主
体
に
な
る
こ
と
で
国
保
の
安

定
的
な
運
営
、負
担
の
公
平
化
、事
務

の
効
率
化
、医
療
費
の
適
正
化
等
が
な

さ
れ
、市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
事
業

が
円
滑
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
約
２０
年
据
え
置
き
に
さ

れ
て
い
た
村
の
保
険
税
は
、上
が
る
の

か
下
が
る
の
か
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
現
在
と
統一さ
れ
る
保
険
税
を
軽
減

な
し
の
世
帯
で
比
較
し
ま
す
と
、
所
得

割
が
８
・
３
％
か
ら
１０
・
７７
％
、
こ
れ

は
２
・
４７
％
の
増
に
な
り
ま
す
。均
等

割
に
つ
い
て
は
、
現
在
２
万
１
千
円
で
、

４
万
５
千
円
に
、
２
万
４
千
円
の
増
と

な
り
ま
す
。ま
た
平
等
割
に
つ
い
て
は

２
万
１
千
円
か
ら
３
万
２
千
円
で
、
１

万
１
千
円
の
増
と
な
る
予
定
で
す
。

　
　
財
源
確
保
や
医
療
費
の
抑
制
で
、

疾
病
予
防
、
健
診
の
受
診
率
の
向
上
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
等
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
早
期
発
見
、
早
期
治
療
等
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、現
在
、特
定
健
診
受
診

率
、
過
去
３
年
間
に
お
い
て
平
成
２８
年

度
が
４３
・
１
％
、
平
成
２９
年
度
が
４４
・

８
％
、
平
成
３０
年
度
に
お
い
て
は
４６
・

４
％
と
い
う
実
績
で
す
。ま
た
保
健
指

導
も
平
成
２８
年
度
６１
・
３
％
、
平
成

２９
年
度
５９
・
３
％
、平
成
３０
年
度
に
お

い
て
６９
％
と
、
受
診
率
、
保
健
指
導
と

も
に
県
内
上
位
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。

そ
う
いっ
た
抑
制
が
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
取
り
組
ん
で
、
受
診
率
の
向
上

と
医
療
費
の
抑
制
に
実
績
を
残
し
て
い

ま
す
。

　
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該

当
者
や
予
備
軍
が
以
前
、
上
位
に
あ

り
ま
し
た
が
、良
く
な
っ
た
か
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
平
成
２４
年
、男
性
の
メ
タ
ボ
該
当
者

が
２９
・
５
％
、
平
成
３０
年
度
に
は
３２
・

３
％
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。メ
タ
ボ

予
備
軍
は
、
２４
・
７
％
か
ら
２０
・
５
％

に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。女
性
の
メ
タ

ボ
該
当
者
が
平
成
２４
年
度
１６
・
９
％

か
ら
平
成
３０
年
度
１５
・
９
％
、予
備
軍

が
１１
・
４
％
か
ら
１２
％
と
な
っ
て
横
ば

い
状
態
で
す
。

　
　
健
康
診
断
の
結
果
を
、村
民
に
、自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
共

同
の
認
識
の
元
に
報
告
会
や
説
明
会

を
実
施
す
る
と
、
医
療
費
の
抑
制
と

受
診
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す

が
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
区
長
、議
会
の
皆
様
に
内
容
の
部
分

を
説
明
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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糸
数
　昭
　議
員

医
療・保
険
制
度
に
つ
い
て
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　総
務
財
政
文
教
委
員
会
に
お
い
て
、

所
管
事
務
調
査
報
告
書
が
委
員
長
か

ら
議
長
に
提
出
さ
れ
、
村
当
局
に
も

通
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。施
設
や
備

品
に
つ
い
て
は
、
村
公
有
財
産
と
な
っ

て
お
り
、
維
持
管
理
と
事
故
が
起
き

た
と
き
の
対
処
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
調
査
と
今
後

の
方
針
を
検
討
し
、
村
内
の
施
設
に

お
い
て
は
現
地
踏
査
も
含
め
、
村
漁

協
か
ら
説
明
を
聴
取
し
ま
し
た
。総

事
業
費
２３
億
４
千
４
百
万
円
で
、
事

業
の
目
的
は
恩
納
村
で
海
ぶ
ど
う
、

伊
江
村
や
伊
是
名
村
で
は
ト
コ
ブ
シ
、

伊
平
屋
村
で
ヒ
ラ
メ
の
水
産
物
を
生

産
し
、
水
産
物
の
安
定
供
給
体
制
を

整
備
し
、
養
殖
さ
れ
た
水
産
物
は
恩

納
村
で
加
工
、流
通
さ
せ
、離
島
三
村

の
地
元
産
品
を
含
め
て
、
販
売
の
集

約
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
北
西
部

四
村
水
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め

の
も
の
で
あ
っ
た
。当
初
の
事
業
目
的

で
あ
る
ト
コ
ブ
シ
や
ヒ
ラ
メ
の
養
殖

は
平
成
２０
年
度
で
ほ
ぼ
終
了
し
て
お

り
、三
村
に
は
５
千
７
百
６１
平
米
の
施

設
財
産
や
機
械
類
、
備
品
等
が
残
さ

れ
て
い
る
。伊
江
村
は
生
産
が
成
り

立
た
ず
停
止
し
て
お
り
、
今
後
は
養

殖
試
験
を
高
知
大
学
と
連
携
し
、
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。伊
平
屋
村
は
、

当
初
ヒ
ラ
メ
の
生
産
と
な
っ
て
い
る

が
、認
知
度
が
低
い
こ
と
や
、種
苗
に

よ
る
コ
ス
ト
高
の
た
め
ヤ
イ
ト
ハ
タ

（
ミ
ー
バ
イ
）へ
の
品
目
を
変
更
し
、年

間
約
２０
ト
ン
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
、県
と
共
同
で
、そ
の
他
魚
種
の

研
究
も
実
施
し
て
い
る
。各
地
域
で

努
力
は
し
た
が
、
計
画
ど
お
り
推
移

し
て
い
な
い
。委
員
会
と
し
て
は
、
村

公
有
財
産
を
早
目
に
三
村
に
移
管
、

譲
渡
を
進
め
る
こ
と
を
当
局
に
提
案

す
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　村
所
有
施
設
の
移
管
、
移
譲
及
び

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
三
村
の
担

当
者
で
し
っ
か
り
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　
村
長
　長
浜
　善
巳

　
　総
務
財
政
文
教
委
員
会
よ
り
貴
重

な
報
告
書
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。四

村
連
携
事
業
は
、各
地
域
で
は
努
力
は

し
て
は
い
ま
す
が
、
生
産
や
販
売
、
流

通
に
お
い
て
計
画
ど
お
り
推
移
し
な

か
っ
た
。必
要
で
あ
れ
ば
首
長
が
集
ま
っ

て
今
後
の
方
向
性
を
示
し
て
い
き
た
い
。

　
　石
川
高
等
学
校
内
に
、
村
有
地
と

し
て
５
千
２
百
５９
㎡
の
土
地
が
登
記

さ
れ
て
い
ま
す
が
、経
緯
と
、今
後
ど

う
対
処
す
べ
き
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
　勝
弘

　
　学
校
創
設
以
来
、
村
が
土
地
を
購

入
し
て
無
償
で
提
供
し
て
い
る
も
の
だ

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。県
と
有
償
で

賃
貸
借
が
で
き
る
の
か
も
含
め
て
、
方

向
性
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

　
　近
年
、新
規
事
業
へ
の
基
金
の
流
用

が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。当
初
の
目
的

で
あ
っ
た
老
朽
化
、修
繕
等
に
限
定
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　創
設
の
目
的
と
し
て
は
、
今
後
の
庁

舎
を
始
め
と
す
る
公
共
施
設
の
大
規

模
修
繕
に
備
え
る
た
め
の
基
金
。も
う

一つ
の
目
的
と
し
て
は
、統
合
中
学
校
の

整
備
、上
下
水
道
の
整
備
、図
書
館
の

整
備
な
ど
に
つ
い
て
も
基
金
創
設
の
目

的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
。大
規
模
修
繕
が
今
後
や
っ

て
ま
い
り
ま
す
。公
共
施
設
の
大
規
模

修
繕
等
だ
け
に
限
定
し
た
基
金
活
用

に
つ
い
て
は
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
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公
共
財
産
等
の
管
理
に
つ

い
て 山

城
　良
一
　議
員

前兼久漁港施設

前兼久漁港施設
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学
校
給
食
無
償
化
の
制
度
設
計
、

規
則
設
定
、
条
例
設
定
に
対
す
る
進

捗
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　制
度
設
計
に
つ
い
て
、一部
無
償
化
と

い
う
案
も一つ
で
す
。制
度
設
定
に
つ
い

て
詰
め
て
い
ま
す
。条
例
に
つ
い
て
は
、

外
部
の
条
例
の
専
門
に
も
精
査
を
し

て
い
る
。

　
　財
源
確
保
で
、
１０
月
の
教
育
総
合

会
議
で
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　無
償
化
に
進
ん
で
い
く
、推
進
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
、継
続
し
て
実
施
で

き
る
制
度
に
す
る
た
め
、慎
重
に
検
討

を
行
って
い
ま
す
。

　
　一
人
親
家
庭
を
優
先
し
て
給
食
費

無
償
化
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　一人
親
家
庭
の
現
状
を
見
た
場
合
、

現
在
も
給
食
費
の
補
助
、助
成
等
は
実

施
し
て
い
る
が
、
全
て
で
は
な
い
の
で
、

財
源
的
に
可
能
な
部
分
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

　
　
恩
納
村
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
計

画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ・
ハ
ブ
導
入
の
全
体
計
画
の
概
要
、

経
済
、社
会
、環
境
に
つ
い
て
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ハ
ブ
事
業
に

つ
い
て
は
、役
割
、基
本
機
能
、方
向
性

な
ど
の
検
討
に
関
す
る
基
礎
調
査
、
事

務
局
機
能
の
検
討
、
運
営
財
源
の
検

討
を
実
施
し
て
い
る
。経
済
に
つ
い
て
は
、

環
境
負
荷
の
小
さ
い
観
光
ス
タ
イ
ル
の

創
出
、恩
納
村
の
品
質
を
担
保
し
、中

期
的
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
目
指
し
検

討
し
て
い
る
。社
会
の
取
り
組
み
で
は
、

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
と
の
協
働
に
よ
り
、
環
境
の

保
全
を
考
え
、
環
境
エ
コ
活
動
で
村
民

と一緒
に
活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。女
性
の
自
立
支
援

を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、
多
様
な
働
き

方
の
支
援
や
仕
事
と
家
庭
及
び
地
域

活
動
と
の
両
立
への
支
援
な
ど
を
提
案

し
て
い
る
。ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
し
て
は
、
観
光
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、海
の
レ
ジ
ャ
ー
に
障
害
を
持
っ
た
人

が
参
加
し
て
い
け
る
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
る
。環
境
に
つ
い
て
は
、モ
ニ
タ
リ

ン
グ
で
、
サ
ン
ゴ
保
全
効
果
の
明
確
化

に
も
制
度
設
計
や
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
。サ
ン
ゴ
保
全
の
企
業
協
賛
事

業
で
は
、
観
光
資
源
の
恩
恵
を
受
け
て

い
る
企
業
に
対
し
ま
し
て
協
賛
を
募
集

し
、
事
業
展
開
で
の
支
援
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。（
仮
称
）環
境
税

に
よ
る
財
源
を
、
村
内
環
境
保
全
に
充

て
る
財
源
と
し
て
検
討
し
て
ま
す
。

　
　
道
路
近
く
は
子
供
も
農
家
の
方
も

往
来
し
ま
す
。直
線
道
路
、
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
て
危
険
な
箇
所
と
想
定
さ
れ

る
が
、
工
事
終
了
後
ど
の
よ
う
な
安

全
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
建
設
課
長
　崎
山
　敦

　
　村
道
が
優
先
と
な
る
た
め
、車
道
区

画
線
、白
線
を
中
央
、左
右
に
実
施
し
、

安
全
対
策
を
し
ま
す
。完
成
後
は
、
横

断
歩
道
、
速
度
制
限
、
停
止
線
は
、
石

川
警
察
署
、沖
縄
県
警
と
協
議
し
て
い

る
最
中
で
す
。

　
　
特
定
外
来
種
の
村
内
に
お
け
る
生

息
範
囲
を
認
識
し
て
対
策
を
考
え
て

い
ま
す
か
。

　
　
村
民
課
長
　屋
良
　朝
也

　
　生
息
に
つ
い
て
は
認
識
を
し
て
お
り
、

村
内
に
お
け
る
生
息
範
囲
に
関
し
て
、

目
視
で
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ

全
域
で
生
息
し
て
い
る
。す
ご
い
勢
い

で
繁
殖
し
て
い
る
。葉
っ
ぱ
か
ら
も
繁

殖
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
処
理
に
関
し

て
は
注
意
を
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

こ
れ
か
ら
沖
縄
県
に
指
導
を
仰
ぎ
対

策
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

安
里
　周
作
　議
員

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画

に
つ
い
て

村
道
勢
高
２
号
線
完
成
後

の
安
全
対
策
に
つ
い
て

ツ
ル
ヒ
ヨ
ド
リ
生
息
範
囲

拡
大
対
応
に
つ
い
て

ツルヒヨドリ
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う
ん
な
中
学
校
開
校
ま
で
あ
と
１

１
３
日
と
迫
っ
て
き
て
お
り
、
校
章
や

校
歌
な
ど
も
決
定
し
、
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。統
合
中
学

校
の
部
活
動
に
つ
い
て
。今
現
在
、
各

中
学
校
で
活
動
さ
れ
て
い
る
部
活
動

は
幾
つ
あ
り
ま
す
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
男
女
別
に
分
け
る
と
学
校
内
で
活

動
し
て
い
る
部
活
動
が
８
種
目
、
校
外

で
活
動
し
て
い
る
の
が
２
種
目
ご
ざ
い

ま
す
。

　
　
３
月
定
例
会
で
の
答
弁
で
、
教
育

課
程
部
会
の
ほ
う
で
部
活
動
の
あ
り

方
に
関
す
る
方
針
と
い
う
案
を
つ

く
っ
て
い
る
段
階
で
部
活
動
の
数
を

配
置
さ
れ
る
教
員
に
よ
っ
て
ど
れ
ぐ

ら
い
に
す
る
か
検
討
し
て
い
る
と

お
っ
し
ゃっ
て
ま
し
た
が
、何
か
決
ま
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
恩
納
村
の
中
学
校
に
お
け
る
部
活

動
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
方
針
を
、

令
和
元
年
７
月
の
定
例
教
育
委
員
会

で
制
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。主
な
内

容
と
し
て
５
つ
の
柱
が
あ
り
、一、
部
活

動
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
積
極
的
に
部

活
動
指
導
員
等
の
配
置
を
行
う
。二
、

休
養
を
適
切
に
と
り
つ
つ
、
効
果
的
な

指
導
を
す
る
と
い
う
こ
と
。三
、
適
切

な
休
養
日
の
設
定
と
い
う
こ
と
で
、
平

日
は
月
か
ら
金
の
う
ち
１
日
休
み
。休

日
に
つ
い
て
も
土
日
の
う
ち
１
日
休
み
。

四
、
地
域
と
の
連
携
と
い
う
こ
と
で
生

徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
。五
、
学
校
単
位
で
参
加
す
る

大
会
を
、教
員
の
長
時
間
勤
務
等
に
配

慮
し
て
限
定
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を

方
針
で
定
め
て
ま
す
。

　
　
３
月
定
例
会
で
の
答
弁
で
、ま
だ
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
話
し
合
い
は
さ
れ
て
い

な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
う
ん
な

中
学
校
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
関
し
て
は
開
校
後

に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
生
徒
、
ま
た
保
護

者
、
学
校
側
と
話
し
合
って
う
ん
な
中

学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
作

成
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

　
　
開
校
し
て
す
ぐ
大
会
も
あ
り
ま
す

の
で
、で
き
た
ら
開
校
前
に
父
母
会
を

集
め
て
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
れ
る
よ

う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る
と
か
。

そ
う
い
う
こ
と
は
し
な
い
の
で
す
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
現
在
、
部
活
動
に
つ
い
て
と
い
う
く

く
り
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の

発
足
に
向
け
て
準
備
委
員
会
の
ほ
う

を
立
ち
上
げ
る
準
備
を
し
て
お
り
ま

す
。そ
の
中
で
部
活
動
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
ま
す
。

　
　
来
年
２
年
生
、
３
年
生
の
生
徒
に

関
し
て
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
二
重
負
担

に
な
り
ま
す
が
、
負
担
軽
減
の
補
助

な
ど
は
考
え
て
ま
す
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
保
護
者
の
負
担
で
す
け
れ
ど
も
、
確

か
に
き
ょ
う
だ
い
が
何
名
も
い
た
ら
、か

な
り
の
負
担
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
点
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
金
額
が
保
護

者
に
負
担
な
の
か
、
教
育
委
員
会
内
で

も
慎
重
に
議
論
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
ま
す
。
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中
学
校
統
合
の
部
活
動
に

つ
い
て

島
袋
　裕
介
　議
員

うんな中学校
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現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
建
設
課
長
　崎
浜
　敦

　
　
億
首
川
上
流
部
の
整
備
区
間
９
６

０
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、２
８
０
メ
ー
ト
ル

が
整
備
済
み
で
、未
整
備
区
間
は
金
武

町
及
び
地
主
の
承
諾
を
得
て
、今
年
５

月
に
沖
縄
防
衛
局
に
、キ
ャ
ン
プ
ハ
ン
セ

ン
の一部
土
地
の一時
使
用
に
関
す
る
申

請
書
を
沖
縄
県
か
ら
提
出
を
し
て
い

る
。今
後
、
日
米
間
の
合
意
や
現
地
調

査
を
経
て
実
施
設
計
を
行
い
、
早
期
に

整
備
を
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
の

沖
縄
県
か
ら
の
回
答
で
し
た
。

　
　
消
防
法
で
消
火
栓
の
設
置
及
び
管

理
義
務
者
は
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
消
火
栓
の
設
置
、移
設
及
び
管
理
に

関
す
る
覚
え
書
き
に
お
い
て
、
金
武
地

区
消
防
と
締
結
し
て
お
り
、
水
道
、
消

火
栓
の
所
在
す
る
市
町
村
が
行
う
と

い
う
こ
と
に
な
って
い
る
。

　
　
村
全
域
に
消
防
法
で
消
火
栓
が
適

正
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
１
４
０
メ
ー

ト
ル
以
内
に
防
火
対
象
物
か
ら
水
利

施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。し

か
し
な
が
ら
、
水
道
管
の
状
況
等
も
踏

ま
え
ま
し
て
、
未
整
備
の
部
分
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　
　
喜
瀬
武
原
の
火
災
で
北
側
に
消
火

栓
が
な
い
。現
場
か
ら
５０
メ
ー
ト
ル
の

消
火
栓
が
未
整
備
で
使
え
な
い
。１
０

０
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
、

給
水
車
に
給
水
し
て
消
火
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。１
５
０

メ
ー
ト
ル
先
の
消
火
栓
を
見
て
も
使

用
不
能
で
あ
る
。再
度
設
置
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
石
油
基
地
施
設
立
地
整
備
対
策
交

付
金
で
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　
　
恩
納
村
の
公
共
施
設
の
防
火
対
策
、

消
火
対
策
は
万
全
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
本
庁
舎
に
お
き
ま
し
て
は
、
消
火
栓

等
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
ほ
か
の
公
共

施
設
の
周
辺
に
消
火
栓
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
状
況
も
何
カ
所
か
あ
る
。不
備

な
箇
所
は
早
急
に
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
庁
舎
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
つ
い

て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
は
設
置
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。消
防
法
に
お
き
ま
し
て
、

義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
沖
縄
県
の
文
化
財
が
首
里
城
の
火

災
で
焼
失
し
て
お
り
ま
す
が
、
火
災

後
に
役
場
の
庁
舎
内
で
危
機
管
理
上
、

公
共
施
設
に
つ
い
て
議
論
あ
る
い
は

会
議
を
持
っ
た
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
庁
議
等
で
は
特
に
行
って
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
火
災
予
防
、

消
火
体
制
、
消
火
栓
設
置
状
況
と
消

防
設
備
士
に
よ
る
室
内
点
検
は
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
消
防
水
利
の
設
置
、指
導
、消
防
設

備
に
関
し
て
は
法
律
に
基
づ
き
金
武
地

区
消
防
衛
生
組
合
に
て
指
導
を
受
け

て
い
る
。

　
　
喜
瀬
武
原
の
農
地
は
農
業
振
興
地

域
に
指
定
さ
れ
宅
地
が
少
な
い
。公

民
館
北
側
に
村
有
地
が
あ
る
が
、
宅

地
造
成
、民
営
化
、村
営
住
宅
と
い
う

計
画
が
で
き
る
の
か
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
正
人

　
　
喜
瀬
武
原
区
で
若
者
等
定
住
促
進

住
宅
整
備
を
進
め
て
い
く
上
で
大
変

有
効
な
土
地
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、住
宅
計
画
の
と
き
に
、具
体
的
に

検
討
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
若
者
の
定
住
促
進
は
村
長
の
政
策

に
挙
げ
て
い
る
１
丁
目
１
番
地
。こ
の

場
所
に
つ
い
て
、
今
後
の
ご
所
見
を
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
恩
納
村
定
住
促
進
の
住
宅
供
給
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。子
供
も
、
若
者

も
い
な
け
れ
ば
そ
の
地
域
は
衰
退
し
て

い
き
、村
も
成
り
立
って
は
い
き
ま
せ
ん
。

地
域
の
皆
様
、
議
員
、
区
長
の
貴
重
な

意
見
を
拝
聴
し
、
地
域
に
お
い
て
も
事

業
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
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喜
瀬
武
原
冠
水
被
害
に
つ

い
て

恩
納
村
内
の
消
火
栓
に
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い
て

定
住
促
進
に
つ
い
て

外
間
　勝
嘉
　議
員
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　現
状
に
つ
い
て
の
見
解
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
山
田
校
区
の
皆
様
や
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
は
迷
惑
を
か
け
て
ま
す
が
、
他
の

団
体
と
調
整
し
、
仲
泊
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
使
用
な
ど
、

他
の
施
設
の
利
用
で
対
応
さ
せ
て
ま
す
。

　
　
照
明
施
設
を
整
備
す
る
具
体
的
な

計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
具
体
的
な
整
備
計
画
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

　
　村
民
で
あ
る
な
ら
ば
、
平
等
な
利

益
を
享
受
す
る
権
利
が
あ
る
。機
会

均
等
の
権
利
に
つ
い
て
村
長
は
ど
う

思
い
ま
す
か
。

　
　教
育
長
　當
山
欽
也

　
　
財
源
に
も
限
り
が
あ
り
、
こ
の
整
備

に
つ
い
て
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　公
共
施
設
整
備
基
金
の
実
績
と
そ

の
運
用
基
準
を
伺
い
ま
す
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
平
成
２９
年
度
、
中
学
校
統
合
用
地

取
得
等
に
６
億
４
千
万
円
。３０
年
度
、

中
学
校
統
合
関
係
に
２
億
３
千
万
円

余
り
、
令
和
元
年
度
は
、一般
処
分
場

関
係
が
２
億
９
千
４
百
３８
万
８
千
円
、

中
学
校
関
係
４
億
５
千
５
百
３７
万
８

千
円
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
の
裏
負
担

に
充
て
て
い
る
。特
に
明
確
な
基
準
等

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。今
年
度
の
予
算
編

成
の
中
で
基
準
は
設
け
て
い
き
た
い
。

　
　村
長
　長
浜
善
巳

　
　
今
後
は
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、

ま
た
大
規
模
改
修
等
が
始
ま
って
ま
い

り
ま
す
集
約
化
も
図
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

　
　山
田
の
照
明
は
、
集
約
化
の
対
象

と
理
解
し
て
い
い
で
す
か
。

　
　村
長
　長
浜
善
巳

　
　
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　
　当
該
制
度
の
仕
組
み
、
構
築
は
可

能
で
あ
る
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
お
宝
認
定
と
い
う
制
度
を
活
用
し

た
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
事
業
の
認
定
制
度

が
考
え
ら
れ
ま
す
。認
定
す
る
た
め
に

は
、
村
内
事
業
者
で
あ
る
こ
と
。優
良

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョッ
プ
で
あ
る
こ
と
。毎

年一次
救
命
措
置
と
レ
ス
キ
ュ
ー
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
受
講
し
て
い
る
こ
と
。ガ
イ
ド

ス
タ
ッ
フ
が
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
関
連
保
険
に
加
入
し

て
い
る
こ
と
。県
警
へマ
リ
ン
事
業
関
連

届
け
出
を
し
て
い
る
こ
と
。過
去
何
カ

年
に
事
故
を
起
こ
し
て
い
な
い
こ
と
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
で

あ
る
こ
と
。サ
ン
ゴ
の
保
護
活
動
に
積

極
的
で
あ
る
こ
と
。村
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
、

ま
た
は
認
定
後
登
録
す
る
こ
と
。村
内

の
ダ
イ
ビ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て

い
る
こ
と
。村
が
お
宝
認
定
と
し
て
認

定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
国
か
ら
貧
困
対
策
に
関
す
る
計
画

を
策
定
す
る
努
力
義
務
が
課
さ
れ
て

い
る
。対
応
で
き
る
計
画
が
あ
る
か
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
計
画
の
策
定
に
は
至
っ
て
な
い
で
す

が
、
総
合
計
画
、
関
係
課
と
連
携
を

と
って
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
等
で
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。今
後
、

計
画
を
明
文
化
し
た
い
。

　
　
美
留
の
由
来
は
ヒ
ル
ヌ
シ
ィ
な
ん

だ
と
。そ
れ
に
か
か
わ
る
古
い
墓
も
点

在
し
て
ま
す
。ヨ
シ
ヤ
チ
ル
ー
の
墓
と

伝
え
ら
れ
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。地

域
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。そ
れ
と
あ

わ
せ
て
整
合
性
、
す
り
合
わ
せ
な
ど

役
場
は
や
っ
て
い
る
の
か
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
文
化
財
に
含
ま
れ
る
開
発
計
画
が

あ
る
際
に
は
、文
化
財
保
護
法
に
のっ
と

り
対
応
し
て
ま
す
。チ
ル
ー
の
墓
を
裏

づ
け
る
資
料
が
ま
だ
未
確
認
で
調
査
を

行
って
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
こ
れ
か
ら
ど
う
あ
る
べ
き
と
考
え

て
ま
す
か
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
小
中
学
生
か
ら一般
、
壮
年
ま
で
幅

広
く
村
民
が
競
技
に
参
加
し
、競
技
力

や
体
力
の
向
上
と
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
有
意
義
な
大
会
を
目
指
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質

質質質

質質質

答答答

答答答

答 答

答 答 質質

山
田
校
運
動
場
照
明
施
設

に
係
る
住
民
の
機
会
均
等

の
権
利
に
つ
い
て

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
業
者
の
許

認
可
制
度
導
入
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
か
ら
の
村
陸

上
競
技
大
会
に
つ
い
て

子
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

美
留
川
周
辺
に
つ
い
て

吉
山
盛
次
郎
　議
員

　特旨叙位及び特別叙勲伝達式が、令和２年１月１７日に沖縄県庁副知事応接室であり、

村内から安冨祖区の當山忠茂氏と恩納区の（故）池原曄一氏が長年の議員活動が評価

され、謝花副知事より叙勲伝達がされました。

　令和元年１１月１３日、３０年以上の永きにわたり町村議会議員として、団体の意思決定、

行政監視、政策提案といった議会活動に勤しみ、地域社会の振興発展及び住民福祉の

向上に尽力したとして、喜納正誠議員が全国町村議会議長会より表彰を受けました。

議　会　だ　よ　り17 （令和2年2月20日）第143号

表彰を受けました。
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議会の動き
11月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２０１９年商工会会員忘年会
　　　　　　　（ホテルムーンビーチ：議長）
福岡県議会行政視察（役場２階：議長）
恩納通信所跡地開発区域現場説明会
　　　　（ふれあい体験学習センター：議長）

第１３回議会運営委員会（議員６名）
建設業者会忘年会
　　　　　　　（ホテルムーンビーチ：議長）
令和元年第１０回恩納村議会１２月定例会・
本会議（開会）
令和元年第１０回恩納村議会１２月定例会・
本会議一般質問（４名）
令和元年第１０回恩納村議会１２月定例会・
本会議一般質問（５名）
令和元年第１０回恩納村議会１２月定例会・
本会議（閉会）
観光協会忘年会
　（リザンシーパークホテル谷茶ベイ：議員）
議会広報委員会（議員：５名）
キャンプ・ハンセンに関する三町村連絡協議
会　　　　　　　　　（金武町役場：議長）
役場御用納め大掃除（議員：１３名）

令和２年村成人式
　　　　（ふれあい体験学習センター：議員）
令和２年村民新年祝賀会
　　　　（ふれあい体験学習センター：議員）

令和２年消防出初式
　　　　　 （金武地区消防衛生組合：議員）
北部基幹病院に関する説明及び意見交換会
　　　　　　　　　　（北部会館：副議長）
国・県出先機関の長及び関係団体と北部市
町村との新年会　　　　 （北部会館：議長）
恩納村GM会新年会
　　　　　　　　（ホテルモントレー：議員）
議会広報委員会第１回編集会議（委員６名）
高齢者叙勲、特旨叙位及び特別叙勲伝達式
　　　　　　　　　　　　　 （県庁：議長）
ファジアーノ岡山 FC歓迎セレモニー
　　　　　　　（赤間総合運動公園：議員）

26日

28日
29日

5日
6日

9日

10日

11日

18日

20日
24日

27日

4日

7日

10日

14日

15日

17日

20日

23日

24日

29日

30日

1日
2日

4日

5日

6日
7日
8日

9日

14日
18日

20日

令和元年度石狩市・村中学生交流体験事業
歓迎式　　　　　　　　　　（役場：議長）
沖縄県建設業協会北部支部新春の集い
（ホテルゆがふいん沖縄：議長）
議会広報委員会第２回編集会議（委員５名）
航空自衛隊恩納分屯基地新春の集い
（リザンシーパークホテル谷茶ベイ：議長）
OIST 学長・村長との会合（役場：議長）
基地問題対策委員会（役場：議長・委員８名）
町村議会広報研修会（自治会館：議員５名）

議会広報委員会第３回編集会議（委員５名）
（株）ONNA役員新年会
　　　　　　　（ホテルムーンビーチ：議長）

　　
OIST 会食会（ホテルモントレ：議長）
山田区字誌出版祝賀会
　　　　　　　　　 （山田区体育館：議員）
令和元年度北部振興会第１回総会
　　　　　　　　　　　 （名桜大学：議長）
やんばる産学官連携シンポジウム
　　　　　　　　　　　 （名桜大学：議長）
令和２年第１回金武地区消防衛生組合議会　
　　　　　　　　　　　（金武町：議員１名）
令和２年第１回議会運営委員会（議員 5名）
韓国三星ライオンズ歓迎セレモニー
　　　　　　　（赤間総合運動公園：議員）
議会広報委員会第４回編集会議（委員６名）
令和２年第１回恩納村議会臨時会
第 22回村産業まつり
（ふれあい体験学習センター：議員）9日まで
第２９回「琉歌大賞」表彰式
　　　　（ふれあい体験学習センター：議員）
議会広報委員会第５回編集会議（委員６名）
第４９回沖縄県町村議長会定期総会
　　　　　　　　　　　 （自治会館：議長）
三星ライオンズ歓迎交流会
　　　　（リザンシーパーク谷茶ベイ：議員）
町村議会議員・事務局職員研修会
　　　　　　　　　（南風原町：議員１2名）
令和２年２月第７５回中部北環境施設組合議
会　　　　　（中部北環施設組合：議員２名）

議会だより「うんなＮｏ１４３」発行

12月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・


